
Ⅰ．はじめに

　アオモジ Litsea citriodora（Sieb.et Zucc.）Hatusima はクスノ

キ科の雌雄異株の落葉亜高木で，林縁や伐採跡，造成地に生える

先駆性植物である。琉球列島，九州南部から西部，北部，山口県，

岡山県，奈良県に分布し，九州東部には見られない九州西廻り分

布型（3，14）を示すが，近年，福岡県や佐賀県で分布の拡大が

報告されている（1，7）。また，近畿地方では植栽木が野生化し

て分布域を拡大しており，国内移入種として扱われている（8，

10，22）。福岡県宗像・鞍手地方でも１９８１年に旧玄海町大字深田

で初見された後，２００２年の調査で７４地点の生育地が確認された

（4）。

　そこで本研究では，分布域拡大の原因を考える上での基礎的な

知見を得ることを目的に，種子散布や発芽特性などの繁殖生態に

ついてと，福岡県における現在の分布状況を把握するために分布

調査を行った。

Ⅱ．調査方法

１．分布調査

　２００３年３月から２００４年１月にかけて福岡，佐賀（西部地方），

長崎（平戸・島原・東彼杵・北松浦地方），熊本（宇土・天草地

方）各県において分布調査を行い，分布図を作成した。調査は遠

くからでも判別可能な開花期と黄葉期に行い，車で山際の道や林

道を走行して確認した。分布地点の記録には地図ソフト（白地図

KenMap v７．２）を用いた。

　

２．毎木調査

　２００３年３月から４月にかけて鞍手郡宮田町，宗像郡福間町，宗

像市のアオモジ個体群について毎木調査を行った。調査地全ての

アオモジに番号札をつけ個体識別し，樹高，胸高直径，生存枯死

の別，性別について記録した。

　

３．種子散布する鳥類の調査

　宗像市横山，宗像郡福間町字両谷の林縁木を対象に，種子散布

する鳥類の調査を行った。液果を食べに来る鳥類をフィールドス

コープで観察し，飛来数と採食したか否かを記録した。調査期間

は結実期に合わせ９月２０日から１０月２０日に設定し，調査時間は午

前７時から９時，午後４時から６時の１日２回とした。

　

４．落果数・被食数の調査

　宗像市池田の雌株１個体（樹高４m）を対象に，落果数・被食

数の調査を行った。樹冠下に３．６×３．６mのビニールシートを敷き，

被食防止用の３×３mの金網をかけてシードトラップを設置し

た。落果・落葉の回収は９月１８日から１０月２４日まで１日置きに行

い，落果数・被食数を記録した。果肉が除去された種子，ペリッ

トを被食と定義した。

５．発芽試験

　アオモジ種子の発芽特性や発芽可能な温度域等を調べるため，

段階温度法（19）による発芽試験を行った。果実を採集し果肉

を取り除いた後，水選法により捻実種子のみを用いた。前処理と

して条件の異なる保存方法（冷乾保存・冷湿保存・室内保存・野

外埋土保存）を施し，発芽試験を行った。ただし，第１回試験に
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ついては取り蒔き種子（無処理）を用い，以降の試験には３５日，

７０日，１０５日，２１０日，４２０日間保存した種子を用いた（表－１）。

　同一の種子試料を２つに分けて，温度を連続的に４℃から３６℃

まで４℃ずつ上昇させる IT系（昇温処理）と３６℃から４℃まで

温度を段階的に下降させるDT系（降温処理）の２種類の段階的

温度処理を施した。さらに，光発芽種子かどうかを確認するため，

各系に明暗条件を加えた。（表－２，３）。

　各温度処理に種子５０個ずつの３レプリケーションを用い，濾紙

を十分に水で湿らせてインキュベーターに入れた。温度を変化さ

せる度にインキュベーターから取り出して発芽した種子をカウン

トし，取り除いた。それぞれの系の最終温度に達した後，IT系は

１２－２５℃の交代温度，DT系は２５℃の恒温条件に５日間置き，各

系の最大発芽率を求めた。それぞれの系において，最終温度に達

した時の発芽率は最終発芽率として区別した。

Ⅲ．結果・考察

１．九州西部・北部における分布状況

　アオモジは福岡，佐賀（西部地方），長崎（平戸・島原・東彼

杵・北松浦地方），熊本（宇土・天草地方）各県において普通に

見られ，九州西廻り分布が確認できた。福岡県では２００３年の実地

調査で６地区４０地点が確認された（図－１）。前原市，糸島半島

のアオモジ個体群は分布域の連続性から，佐賀県方面由来の個体

群と考えられた。しかし，宗像・久留米地方の個体群については

佐賀・熊本県からの分布が不連続であるため，どこに由来してい

るのかは不明であった。植栽木が逸出した可能性も考えられるた

め，花卉業者等の過去の記録を調べる必要がある。

２．宗像・鞍手地方での生育状況

　宗像・鞍手地方のアオモジについて，調査地ごとに雌雄比を二

項検定法により検定したが有意差は認められなかった（表－４）。

また，雌雄別に樹高および胸高直径のヒストグラムを作成したと

ころ，それぞれ約８～１２m，約４～１０cmに多く偏っていた（図

－２，３）。

３．種子散布様式

　のべ４８回の観察で，液果を食した鳥類はヒヨドリとヒタキ類で，

飛来数は２個体であった。文献によりメジロ，キジバトも採食す

ることが確認されている（2，9）。しかし，キジバトの糞の中に
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表－２．段階温度設定スケジュール

IT系（昇温処理）

１２－２５３６３２２８２４２０１６１２８４温度（℃）

５２２２２２３４５８日数

DT系（降温処理）

２５４８１２１６２０２４２８３２３６温度（℃）

５８５４３２２２２２日数

表－３．発芽試験時の環境条件

温度処理

DT系IT系

◯◯光
条
件 ××

＊◯は明条件，×は暗条件を指す。

図－１．福岡県のアオモジ分布図

表－４．各調査地の雌雄比

♀／（♀＋♂）不明♂♀個体数調査地

０．４４　９６６５２１２７鞍手郡宮田町

０．４９　５４３４１　８９宗像郡福間町

０．５８２６３８５４１１８宗像市畑

図－２．宗像・鞍手地方におけるアオモジの樹高分布

表－１．前処理の概要

保存方法＊保存期間

－取り蒔き第１回試験

冷乾保存（４℃）
冷湿保存（４℃）
室内保存
野外埋土保存

３５日第２回試験

７０日第３回試験

１０５日第４回試験

２１０日第５回試験

４２０日第６回試験
＊第２～６回試験においては，それぞれ４通りの保存を行う。

�
�

�
�
�
�

�



は種子が含まれていないため（15），アオモジの種子は消化され

ていると思われた。このことから，アオモジの種子散布はヒヨド

リ・ヒタキ類・メジロによって行われ，種子捕食者であるキジバ

トの貢献度は低いと示唆された。

　また，アオモジの種子にはアリを誘引するエライオソームと呼

ばれる付属体があり，鳥類だけでなくアリによる種子散布も行わ

れている（5，11，12，13，16）。アオモジは鳥とアリによる二

重散布をしているため，種子散布に有利と思われた。

４．果実の成熟パターン

　シードトラップによる調査から，アオモジの果実は９月１８日か

ら１０月上旬にかけて落果，被食されていると見られ，クスノキな

どに比べて短期間に行われていた（図－４）。このことから，果

実の成熟パターンは樹上で長期にわたって少しずつ成熟する順次

成熟型ではなく，一斉成熟型であると考えられた。また，鳥類に

よる種子散布は，果実が集中的に成熟する９月から１０月の間であ

ると考えられた。

５．発芽条件

　取り蒔き種子を用いた第１回試験では，IT系では発芽せず，DT

系の恒温条件下で少数発芽が見られた（図－５）。その他の試験

も IT系，DT系ともに発芽率が低いという結果であった（図－

６）。これより，散布された直後の種子は休眠状態にあると考え

られ，現段階では休眠解除の条件はわからなかった。また，暗黒

下での発芽試験では，いずれの処理条件下においても１～１０%発

芽することから，光発芽種子ではないと考えられた。

　同じ先駆樹種であるヌルデやアカメガシワの休眠解除には高温

域による前処理が有効であるとしていること（17），また近縁種

のLitsea cubebaにおいて，１年間の埋土保存で発芽し始めたとし

ていることにより（6），アオモジの場合も高温前処理および１

年間以上の埋土保存を試してみる価値がある。

Ⅳ．おわりに

　アオモジは果実を一斉に成熟させ，ヒヨドリなどの鳥類によっ

て短期間に集中して種子散布を行っていた。散布された種子は休

眠状態にあることから，埋土種子集団を形成し，伐採等の撹乱が

起きて地温が上昇することで休眠が解除され，発芽すると推測さ

れた。また，一斉成熟・一斉落果をするため，鳥類による種子散

布の機会が少なく，分布の広がる速度はそれほど早くないと思わ

れた。

　今後の課題としては，同じ先駆樹種であるヌルデ，アカメガシ

ワの発芽試験（18，20，21）を参考に，継続して行い，さらに広
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図－３．宗像・鞍手地方におけるアオモジの胸高直径分布

図－４．シードトラップによる落果・被食数の推移

図－５．第１回試験（取り蒔き種子）

図－６．野外埋土保存の第２回試験（上図）と第３回試験（下図）



域の分布調査やアリによる種子散布に注目して研究を進めていき

たい。
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